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グェン・フ・ユン（会館生） 

今回の旅の中で、平和祈念式に参列する機会に恵ま

れました。式典に出席し、広島の人々に触れ、今でも

原爆の影響がなくなっていないことを再認識できま

した。また、平和な世界のために私も貢献しようと改

めて思い、感想ノートに書き残し、広島をあとにしま

した。とても素晴らしかったです。私の周りの留学生

たち、そしてベトナムの人々にも参列するように呼び

掛けたいと思います。 

最後に、優しくて親切で、個性が豊かな旅仲間とユ

ーモアある佐野先生に囲まれながら、今回のこの旅を

できたのは本当に幸せでした。会ったこともない私た

ちに広島のお店を予約してくださり、お土産まで下さ

った先輩、熱い天気の中で常にユーモアのある言動

で、楽しませてくださり、また勉強させてくださった

佐野先生に感謝致します。 

張 奕（奨学生） 

何故、戦争が行われるのであろうか。私はその根本に、

人間の「欲」があるのだと思う。自分にないものを持つ

人が羨ましいと思うのは当然のことだし、私もそう思う

時がある。戦争はその「欲」が集まって生まれるのかも

しれない。他国の持つ土地や財力が欲しい。争って他の

国から土地を奪おう。食糧や資源を奪おう。それが、戦

争の起こる原因だと思う。現代では、大きな戦争は起こ

る可能性が少ないが、文化と信仰の衝突はまだ存在して

いる。 

すべての人々にとって、より安全で平和な未来、より

良い世界のため、核兵器のない世界の実現に向けて取り

込んでいくには、71 年前の悲劇の原因を考えなければい

けない。そして、平和な世界を実現するため、多くの国

際文化交流、信仰の受入れ、「核兵器禁止条約」の徹底的

な実行、政府の自己批判と反省、武力ではなく互いの信

頼関係で世界を変えていくことが大事だと思う。私は架

け橋として、日中の平和と発展のため、友好協力パート

ナーシップの構築にも貢献したい。 

 

周 楠（奨学生） 

今回の旅で一番印象に残ったのは原爆ドームと被爆した

アオギリでした。 原爆ドームは地面に散らばった大量のレ

ンガと頂上に残された鉄骨が原爆の勢いをものがたり、思わ

ず鳥肌が立ちました。原爆は、亡くなられた方のほかにも、

たくさんの人に心の傷をつけたのだと思います。とても悲し

く、絶対に許せないことです。 

戦争は、体だけではなく、心も傷つけるものです。傷は消

えることはなく、ずっと残り続けます。それは、とても大き

な悲しみをつくります。そのため、 戦争は絶対にあっては

いけないのです。 平和を守るために私がしないといけない

ことは、戦争について語り継ぐことと、今の生活を大切に思

うこと、そしてできるだけたくさんの人と仲良くすることだ

と思います。これから私が守る小さな平和は、いつか大きな

平和となり、世界を守ることができると信じています。 

陳 友龍（奨学生） 

1945 年の夏はまれにみる冷夏でした。８月６日午前 8

時ごろ、広島の島病院はいつもと同じ様子でした。看護

師は薬を配ったり、体調を聞いたり、朝食をベッドまで

運んだりと大忙しです。「どうぞおいしく召し上がって下

さい」の声に患者さんは感謝しながら「頂きます」と言

っています。天気は晴れで、空はいつもより綺麗です。 

8 時 15 分、この瞬間、時計は 7万人という人の命と共

に永遠に止まっていました。原子爆弾は、島病院南西側

の上空約 600ｍで炸裂しました。原子爆弾から発生した

高熱は約 4000℃まで上がり、周辺にいた人の多くは蒸発

してしまうほど、強烈な破壊力でした。広島は一瞬にし

て廃墟となりました。そして原爆投下以降、爆発自体で

亡くなった人と放射能の影響を受けて亡くなった人の数

の合計は、25 万人に届かんとしているのです。 

広島平和記念館で、8時 15 分で止まったままの時計、

破れてしまい着ることのできない服、熱線を浴びた人の

影が残った石、黒焦げになったお弁当箱など、たくさん

の遺品をこの目で見ることができました。自分の想像を

遥かに超える悲惨な資料の前に、言葉を失いました。 

人類の歴史の中には、数えきれないほど争いや戦いが

あります。侵略、内乱、独立など原因は様々ですが、ど

れも例外なく、争いによって大きな犠牲が積み重ねられ

てきました。 

平和とは何でしょうか。私は、過去を受け入れ、自分

らしく前に進もうとすることが平和につながると思いま

す。 

 

広島・京都への旅  ８月 5日～7日  

参加した皆さんの感想を抜粋します。 
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